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ア
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ヌ
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
先
住
民
族
の
定
義
及
び
ア
イ
ヌ
民
族
の
先
住
民
族
と
し
て
の
権
利
確
立
に
向
け
た
政
府

の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
〇
六
号
。
以
下
「
先
の
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
一
に

つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
先
住
民
族
」
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
長
年
に
わ
た
る
国
際
連
合
（
以
下
「
国
連
」
と
い
う
。
）

で
の
議
論
が
収
れ
ん
し
て
お
ら
ず
、
定
義
が
国
際
的
に
確
立
し
て
い
な
い
状
態
で
、
昨
年
九
月
に
国
連
で
「
先
住
民
族
の
権

利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
将
来
「
先
住
民
族
」
の
定
義
に
つ
い
て
国
際
的
な
議

論
が
な
さ
れ
る
機
会
が
生
じ
る
か
ど
う
か
は
予
断
で
き
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
の
国
も
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
委
員
会
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
五
及
び
六
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
内
容
等
を
十
分
に

検
討
し
た
上
で
、
政
府
と
し
て
適
切
に
対
処
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
謝
罪
」
に
つ
い
て
は
、

先
の
答
弁
書
七
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
政
府
と
し
て
の
評
価
は
差
し
控
え
た
い
が
、
「
謝
罪
」
に
関
す
る
情
報
は
政

一



府
部
内
で
共
有
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
は
、
北
海
道
が
進
め
て
い
る
「
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
生
活
向
上
に
関
す
る
推
進
方
策
」
が
円
滑
に

推
進
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
並
び
に
ア
イ
ヌ
の
伝
統
等
に
関
す
る
知
識
の
普

及
及
び
啓
発
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
五
十
二
号
。
以
下
「
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
国

土
交
通
省
及
び
文
部
科
学
省
に
お
い
て
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
等
に
関
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
施
策
へ
の
協
力
又
は
施
策
の
推
進
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
八
年
四
月
の
「
ウ
タ
リ
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」
の
報
告
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
の

�
�
に
お
い
て
、
明
治
以
降
、
我
が
国
が
「
北
海
道
開
拓
」
を
進
め
る
中
で
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
伝
統
的
生
活
を
支
え
て
き

た
狩
猟
、
漁
労
が
制
限
、
禁
止
さ
れ
、
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
の
使
用
を
始
め
伝
統
的
な
生
活
慣
行
の
保
持
が
制
限
さ
れ
、
ア
イ

ヌ
の
人
々
の
社
会
や
文
化
が
受
け
た
打
撃
は
決
定
的
な
も
の
と
な
り
、
貧
窮
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
、
当
時
の
政
府
も
様

々
な
対
策
を
講
じ
、
明
治
三
十
二
年
の
北
海
道
旧
土
人
保
護
法
の
施
行
に
至
っ
た
が
、
そ
の
後
の
展
開
を
み
る
と
、
い
ず
れ

の
施
策
も
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
窮
状
を
改
善
す
る
た
め
に
十
分
機
能
し
た
と
は
い
え
な
か
っ
た
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

二



こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
も
同
様
に
考
え
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
報
告
書
の
提
言
を
受
け
、
内
閣
が
提
出
し
、
成
立
し
た
ア
イ
ヌ
文
化
振
興
法
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
を

通
じ
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
民
族
と
し
て
の
誇
り
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

三


